＜資料①＞
文部科学省
学校給食衛生管理基準の施行について（通知）
　学校給食における衛生管理基準の徹底については、かねてから格別のご配慮をお願いしているところですが、このたび、学校保健法等の一部を改正する法律（平成20年法律第73号）により改正された学校給食法（昭和29年法律第160号。以下「法」という。）第９条第１項の規定に基づき、別紙１（下記参照）のとおり、「学校給食衛生管理基準」（平成21年文部科学省告示第64号。以下「本基準」という。）が平成21年３月31日に公布され、平成21年４月１日から施行されました。

　本基準の概要等については下記の通りですので、法第９条の趣旨を踏まえ、本基準に照らした適切な学校給食の衛生管理につき遺漏のないよう願います。

　なお、各都道府県教育委員会におかれては、域内の市町村教育委員会及び所管の学校に対して、国立大学法人学長におかれては、その管下の学校に対して周知を図るとともに、適切な対応がはかられるよう配慮願います。

１．本基準の概要

第１　総則

　法の趣旨を踏まえた学校給食を実施する教育委員会等の責務を定めたこと。

第２　学校給食施設及び設備の整備及び管理に係る衛生管理基準

　学校給食施設、学校給食設備並びに学校給食施設及び設備の衛生管理に関する基準を定めたこと。

　また、当該基準について定期的に検査を行うこととしたこと。

第３　調理の課程等における衛生管理に係る衛生管理基準

　献立作成、学校給食用食品の購入、食品の検収・保管等、調理課程、配送及び配色並びに検食及び保存食等に関する基準を定めたこと。また、当該基準について定期的に検査を行うとしたこと。

第４　衛生管理体制に係る衛生管理基準

　衛生管理体制、学校給食従事者の衛生管理、学校給食従事者の健康管理及び食中毒の集団発生の際の措置に関する基準を定めたこと。また、食中毒の集団発生の際の措置を除き当該基準について定期的に検査を行うこととしたこと。

第５　日常及び臨時の衛生検査

　日常及び臨時も衛生検査を行うべき項目等を定めたこと。

第６　雑則

　記録の保存期限等を定めたこと。

文部科学省　学校給食衛生管理基準の施行について《抜粋》
	※【道・保健所による施設点検による改善指導で指摘が多かった事項】
（北海道教育庁資料より　2011年９月12日）
①施設設備
改善指導事項
改善指導
施設（割合）
改善済みの施設
計画段階の施設
施設内の十分な換気の徹底
129（23%）
55（43%）
74（57%）
手洗い設備、履き物の殺菌設備の設置
118（21%）
67（57%）
51（43%）
排水が容易に行える施設床面の整備
117（21%）
70（60%）
47（40%）
汚染作業区域と非汚染作業区域の明確化
112（20%）
93（83%）
19（17%）
②原材料の取り扱いなど
納入業者が定期的実施の検査結果の提出指示
67（12%）
67（100%）
0（0%）
原材料の保管と温度管理
55（10%）
22（40%）
33（60%）
③調理器具、容器等
調理器具、容器等の衛生的な保管
67（12%）
58（87%）
9（13%）
調理器具、容器等の使用後の洗浄・殺菌、乾燥の徹底
52（9%）
52（100%）
0（0%）
調理器具の用途別及び食品別の準備と使用
29（5%）
26（90%）
3（10%）
④調理等
調理後の食品の適切な温度管理
82（15%）
67（82%）
15（18%）
配送過程における適切な温度管理
66（12%）
28（42%）
38（58%）
食品及び移動性の調理器具並びに容器の取り扱い
42（8%）
40（95%）
2（5%）
⑤衛生管理体制
衛生管理委員会に専門家の協力を得た組織体制の整備
371（67%）
195（53%）
176（47%）
⑥関係諸帳簿
学校給食設備等の衛生管理定期検査の実施、適切な記録保存
277（50%）
277（100%）
0（0%）
　


＜資料②＞
文部科学省
第２次食育推進基本計画
《抜　粋》

第１　食育の推進に関する施策についての基本的な方針

２．基本的な取組方針

　子どもの食育における保護者、教育関係者等の役割

　我が国の未来を担う子どもの食育の推進は、健全な心身と豊かな人間性をはぐくんでいく基礎をなすものであり、子どもの成長、発達に合わせた切れ目のない推進が重要である。

　そこで、父母その他の保護者や教育、保育に携わる関係者等の意識の向上を図るとともに、相互の密接な連携の下、家庭、学校、保育所、地域社会等の場で子どもが楽しく食について学ぶことが出来るような取組が積極的になされるよう施策を講じる。

　その際は、健全な食習慣や食の安全観を確立していく中で、食に関する感謝の念や理解、食品の内容に関する安全知識、社会人として身に付けるべき食事の際のマナー等食に関する基礎の習得について配意する。

第３　食育の総合的な促進に関する事項

２．学校、保育所等における食育の推進

　現状と今後の方向性
　社会上世情の変化に伴い、子どもたちの食の乱れや健康の影響が見られることから、学校、保育所等は子どもへの食育を進めていく場として大きな役割を担っており、学校や保育所等の関係者にはあらゆる機会とあらゆる場所を利用して、積極的に食育の推進に努めることが求められている。

　また、子どもへの食育は家庭の食育への良き波及効果をもたらすことが期待できる。

　このため、家庭や地域と連携を深めつつ、学校、保育所等において十分な食育がなされるよう、切な取り組みを行うことが必要である。

３．地域における食育の推進

　取り組むべき施策
　（専門知識を有する人材の養成・活用）

国民一人ひとりが食に関する知識を持ち自らこれを実践できるようにするため、食育に関し専門的知識を備えた管理栄養士や栄養士、専門調理師や調理師等の養成をはかるとともに、学校、各種施設等との連携の下、食育の推進に向けてこれらの人材やその団体による多面的な活動が推進されるよう取り組む。

６．食文化継承のための活動への支援等

　取り組むべき施策
　（専門調理師等の活用における取組）

　我が国の食事作法や伝統的な行事食等、我が国の豊かな食文化の醸成をはかるため、料理教室や体験活動、各種行事等において高度な調理技術を備えた専門調理師等の活用をはかる。

内閣府　食育推進　「第２次食育推進基本計画」より
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